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予算決算委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   令和５年３月１６日   開会 １０時００分  閉会 １０時３７分 

２．開催場所 

   全員協議会室 

３．出席委員名 

   沖 久 教 人   三 宅 孝 之   多 賀 信 祥   柳 原 英 子 

   山 下 憲 雄   細 羽 敏 彦   西 村 慎次郎   荒 木 謙 二 

   柳 井 一 徳   惣 台 己 吉   三 宅 文 雄   坊 野 公 治 

   上 野 安 是   西 田 久 志   宮 地 俊 則   佐 藤   豊 

４．欠席委員名 

   な     し 

５．その他の会議出席者 

  （１）議 長     大 滝 文 則 

  （２）説明員      

   副 市 長  猪 原 愼太郎   総合政策部長  安 東 慎 吾 

   総 務 部 長  藤 原 雅 彦   市民生活部長  久 安 伸 明 

   健康福祉部長  沖 津 幸 弘   建設経済部長  岡 本 健 治 

   水 道 部 長  一 安 直 人   会 計 管 理 者  高 木 正 文 

   総合政策部次長  岩 本 展 到   総 務 部 次 長  西 村 直 樹 

   市民生活部次長  藤 井 清 志   健康福祉部次長  片 井 啓 介 

   水 道 部 次 長  津 組 勇一郎   病院事務部事務長  亀 田 博 行 

   総 務 部 参 与  岡 崎 祐 一   健康福祉部参与  谷 本 充 浩 

   建設経済部参与  田 中 大 三   税 務 課 長  大 山 次 郎 

   美星振興課長  藤 井 義 信   下 水 道 課 長  馬 越 敏 晴 

   会 計 課 長  小 谷 拓 也   企画振興課長補佐  片 山 直 紀 

   総務課長補佐  西 本 晴 雄   市民課長補佐  山 本 勝 巳 

   福祉課長補佐  藤 田 昌 巳   上水道課長補佐  柳 本 兼 志 

   下水道課長補佐  三 宅 敏 夫   建 設 課 主 幹  森 川 正 康 

   教  育  長  伊 藤 祐二郎   教 育 次 長  唐 木 英 規 

   教育総務課長補佐  岡 崎 直 子 
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  （３）事務局職員 

    事 務 局 長  和 田 広 志   次     長  藤 井 隆 史 

６．傍聴者 

  （１）一 般   ０名 

  （２）報 道   ２名 

７．発言の概要 

委員長（佐藤 豊君）  おはようございます。 

 

委員（宮地俊則君）  委員長、動議。 

 この際、議案第５号に対する修正案を提出いたします。 

 

〈休憩中、修正案配布〉 

 

委員長（佐藤 豊君）  ただいま議題となっております議案第５号に対し、宮地委員ほか

１３名から修正案が提出されました。 

 修正案の写しはお手元に配布しておりますので、ごらん願います。 

 この際、原案と修正案を一括して審査を行います。 

委員（宮地俊則君）  それでは、議案第５号、令和５年度井原市一般会計予算に対する修

正案の提出についてご説明いたします。 

 上記の修正案を別紙のとおり、井原市議会会議規則第９２条の規定により提出する。令和

５年３月１６日、予算決算委員会委員長佐藤豊殿。予算決算委員宮地俊則ほか１３名。 

 提案理由。本案は、県立井原高校南校地跡地の活用に係る経費を削除するため、予算の一

部を修正するものである。 

 次のページをお願いいたします。 

 議案第５号、令和５年度井原市一般会計予算に対する修正案。議案第５号、令和５年度井

原市一般会計予算の一部を次のとおり修正する。 

 第１条第１項中、２０９億９，７００万円を２０９億９，２９５万２，０００円に改め

る。 

 第１表、歳入歳出予算の一部を次のとおり改める。 

 歳入、第７５款繰入金、第１０項基金繰入金を１８億１，０５９万３，０００円とし、歳

出、第５５款教育費２２億４，６０７万２，０００円。第７０項保健体育費３億４，２１３

万８，０００円とし、歳入合計、歳出合計、それぞれ２０９億９，２９５万２，０００円と
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する。 

 なお、令和５年度井原市一般会計予算修正に関する説明書は次のページに添付しておりま

す。 

 修正内容ですが、令和５年度井原市一般会計予算中、光熱水費３２０万円、保守点検等委

託料８０万円、器具使用料４万８，０００円を減額修正する動議を提出するものです。 

 提案理由の補足といたしまして、質疑を通して明確な活用策が示されない中で、井原高校

南高地取得を前提とした行政行為は性急で拙速と言わざるを得ません。当該施設の多くが耐

用年数を過ぎた、あるいは耐用年数の迫った校舎等であります。新体操のまち充分井原を全

国に発信していこうという思いは充分理解するものの、それをもってしても、明確な目的が

なく、将来本市にとって莫大な負の遺産となる可能性の大きい財産を取得することは適切で

はないと考えます。 

 こうしたことから、現時点で当予算案を容認することは困難であると判断し、修正動議を

提出するものです。 

 なお、今後は、改めて関係団体等との調整を速やかに行って頂くとともに、併せてジュニ

ア新体操クラブ等、練習環境の構築についても責任を持って速やかに調整していただくよう

要望いたします。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈休憩中、佐藤委員長より採決の流れについて説明〉 

 

〈採決 修正案可決〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈休憩中、執行部説明員入替え〉 

 

委員長（佐藤 豊君）  次に、特別会計、企業会計、財産区会計の予算を審査いたしま
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す。 

 審査の順は、昨年と同様に総務文教委員会、市民福祉委員会、建設水道委員会関係の順で

行いますので、よろしくお願いをいたします。 

 

〈議案第１５号 令和５年度井原市大倉財産区会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１６号 令和５年度井原市東水砂財産区会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１７号 令和５年度井原市宇戸財産区会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 
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〈採決 原案可決〉 

 

〈休憩中、執行部説明員入替え〉 

 

〈議案第６号 令和５年度井原市国民健康保険事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第７号 令和５年度井原市後期高齢者医療事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第８号 令和５年度井原市介護保険事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 
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〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１２号 令和５年度井原市病院事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈休憩中、執行部説明員入替え〉 

 

〈議案第９号 令和５年度井原市産業団地開発事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１０号 令和５年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 
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〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１１号 令和５年度井原市水道事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１３号 令和５年度井原市工業用水道事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１４号 令和５年度井原市下水道事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

委員長（佐藤 豊君）  以上で付託案件の審査は終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成につきましては、委員長にご一任願いたいと思います。 
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〈異議なし〉 

 

委員長（佐藤 豊君）  閉会に当たり、執行部で何かございましたらお願いいたします。 

副市長（猪原愼太郎君）  終わりに当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 委員の皆様方におかれましては、２日間にわたりまして慎重にご審議をいただきまして、

誠にありがとうございました。 

 令和５年度一般会計予算におきましては、一部修正の可決をいただいております。 

 大変、残念と思っておりますけれども、この結果をしっかり受け止めて、まずは岡山県教

育委員会に報告し、その指示に従うしかないんだろうと思っております。 

 令和５年度の予算編成に当たりまして、まず一番に念頭に置いたことは、まず予算規模を

小さくすること、これを心がけて予算編成を行っております。その結果、対前年比、相当の

減ということになっておりますが、これ３月３日時点の状況ですけれども、県下の予算編成

の状況をちょっと調べておるんですけれども、県下１５市中１３番目の予算規模ということ

であります。 

 それから、今年の特徴とすれば、やはりコロナ、アフターコロナということで積極的な予

算編成している市がほとんどであります。そういった中、大幅な減額の予算を組んでいるの

は、本市と赤磐市のみという状況であります。予算規模は小さくすることはできましたけれ

ども、その割には財政調整基金を１０億円近く崩しているということであります。要は財源

がまだまだ足りていないということであります。 

 令和５年度予算におきましては、皆さんからいろいろご指摘いただきました新規事業、幾

つかやってますけれども、新しい事業をするということは、何か代わりにやめないと、要は

基金を崩すか市債を借りるしかないわけであります。今年はいろんな制度の見直しの年では

なかったということもありますけれども、要はスクラップ・アンド・ビルドのスクラップが

できていないということだと思っております。 

 これからますます厳しくなっていくと予測されている中で、やはりスクラップをしっかり

やっていくこと、それから、ずっとこれは言っておりますけれども、特定財源をしっかり貪

欲に確保していくこと、こういったことに努めていかないと、持続可能な財政運営はできな

いものと思っております。今後とも職員一丸となってしっかりやっていきたいと思っており

ますので、引き続きご指導、ご鞭撻をいただきたいと思っております。２日間大変ありがと

うございました。 
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〈議長あいさつ〉 

 

委員長（佐藤 豊君）  以上で予算決算委員会を閉会いたします。皆様、大変ご苦労さま

でした。 


